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建
材
一
体
型
太
陽
光
発
電
の
開
発
で
業
務
提
携
へ…

…
…
…
…

２ 

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
と
関
電
工
、
二
〇
二
六
年
度
に
製
品
化 

ス
ト
ッ
ク
対
策
の
推
進
、
資
格
制
度
の
導
入
な
ど…

…
…
…
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３ 

日
本
シ
ヤ
ッ
タ
ー
・
ド
ア
協
会
の
潮
崎
会
長
の
談
話 

Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材
の
採
用
率
向
上
や
団
体
と
連
携
強
化…

…
…
…
…

４ 

長
住
協
の
北
村
新
会
長
が
今
後
の
抱
負
と
活
動
方
針 

円
安
、
物
流
コ
ス
ト
高
な
ど
の
ア
ゲ
ン
ス
ト
の
中…

…
…
…
…
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業
界
情
報
共
有
化
へ
、
東
京
軽
商
会
の
加
藤
会
長
談 

ア
ル
ミ
銅
は
地
金
・
圧
延
品
は
好
調
、
原
料
低
調…

…
…
…
…

６ 

ア
ル
コ
ニ
ッ
ク
ス
の
二
〇
二
三
年
度
、
減
収
減
益
に 

売
上
高
三
千
二
百
億
円
、
営
業
利
益
八
十
九
億
円…

…
…
…
…

７ 

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
第
一
Ｑ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
増
収
増
益
に 

東
洋
製
罐
Ｇ
Ｈ
Ｄ
、
二
〇
二
三
年
度
の
決
算
説
明…

…
…
…
…

８ 

金
属
缶
売
上
一
千
四
百
億
円
、
三
億
六
千
万
ケ
ー
ス 

三
和
グ
ル
ー
プ
、
台
湾
地
震
で
義
援
金
二
百
万
円…

…
…
…
…

９ 

田
島
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
、
賃
貸
住
宅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
出
展…

…
…
…

９ 

三
和
Ｈ
Ｄ
、
関
西
万
博
に
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
提
供…

…
…
…
…

９ 

缶
は
微
減
、
箔
地
は
六
％
減
、
フ
ィ
ン
材
七
％
減…

…
…

10 

二
〇
二
三
年
度
の
細
分
化
し
た
オ
ー
ル
圧
延
品
出
荷 

木
造
用
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
四
○
％
減
、
九
万
ト
ン
に…

…
…

11 

乗
用
車
板
十
三
万
五
千
ト
ン
、
熱
交
五
万
八
千
ト
ン 

三
月
の
韓
国
向
け
Ｕ
Ｂ
Ｃ
輸
出
は
六
千
三
百
ト
ン…

…
…
…
…

12 

高
値
二
四
〇
円
、
底
値
二
一
三
円
、
平
均
二
三
三
円 



  2024 年（令和６年）５月２８日（火）      Ｌ  Ｍ  通  信      （第三種郵便物認可）第５５５８号 (2) 

建
材
一
体
型
太
陽
光
発
電
の
開
発
で
業
務
提
携
へ 

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
と
関
電
工
、
二
〇
二
六
年
度
に
製
品
化 

 

 

Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
（
魚
津
彰
社
長
＝
写
真
右
）
と
関
電
工
（
仲

摩
俊
男
社
長
＝
写
真
左
）
は
二
十
四
日
、
建
材
一
体
型
太
陽

光
発
電
（
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
）
の
開
発
に
向
け
業
務
提
携
を
結
ん
だ

と
発
表
し
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
（B

u
i
l
d
i
n
g
-
i
n
t
e
g
r
a
t
e
d
 
p
h
o

t
o
v
o
l
t
a
i
c
s

）
と
は
、
外
壁
な
ど
と
一
体
化
し
た
新
し
い
建

材
お
よ
び
太
陽
光
発
電
の
こ
と
。
既
存
の
太
陽
光
発
電
は
パ

ネ
ル
に
太
陽
電
池
が
搭
載
さ
れ
て
い
て
架
台
に
取
り
付
け

る
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
は
屋
根
や
外
壁
、
天
窓
な
ど
に
使
用
さ
れ

て
い
る
建
材
と
一
体
化
さ
れ
て
い
る
。 

業
務
提
携
は
①
Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
が
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
の
建
材
商
品
の
開
発
（
カ
ー
テ

ン
ウ
ォ
ー
ル
・
窓
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
外
装
）
②
関
電
工
が
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
の
施
工

技
術
と
電
設
部
材
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
③
さ
ら
に
両
社
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ

の
市
場
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
・
リ
サ
イ
ク
ル
性
を
検

討
す
る
。
両
社
は
業
務
提
携
に
よ
り
「
ビ
ル
の
窓
を
発
電
所
」
に
す
る
壮
大
な

プ
ラ
ン
を
立
て
た
。
二
〇
二
四
年
度
内
に
実
証
実
験
を
行
な
い
、
二
〇
二
六
年

度
に
は
製
品
化
す
る
予
定
。 

Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
で
は
一
例
と
し
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
を
主
に
十
階
建
て
規
模
の
ビ

ル
で
①
内
窓
に
発
電
ガ
ラ
ス
（
ガ
ラ
ス
型
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
、
ガ
ラ

ス
透
過
率
六
〇
％
）
②
階
と
階
を
つ
な
ぐ
ス
パ
ン
ド
レ
ル
部
分
に
発
電
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る―

な
ど
を
想
定
。
都
市
部
で
の
太
陽
光
発
電
設
置
の
未
開
拓
分
野

で
、
ビ
ル
の
壁
面
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
。
既
存
ビ
ル
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

面
積
は
全
国
で
五
千
二
百
万
㎡
あ
り
、
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
総
面
積
発
電
の
電

力
は
五
百
二
十
万

kw
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。 

一
方
、
関
電
工
は
「
二
〇
三
〇
年
に
向
け
て
か
な
り
電
力
が
不
足
す
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
。
都
市
部
の
中
に
こ
れ
だ
け
の
潜
在
的
な
発
電
能
力
が
あ
る
の

は
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
だ
け
だ
ろ
う
。（
通
常
の
電
力
供
給
の
よ
う
に
）
遠
隔
地
で
発
電
し

て
都
市
部
で
使
用
す
る
に
は
、
送
電
線
と
い
う
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
が
必
要
。
こ

こ
の
人
材
は
大
き
く
不
足
し
て
い
る
た
め
、
電
力
の
地
産
地
消
型
の
取
り
組
み

は
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
電
気
工
事
会
社
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
（
仲
摩
社
長
）
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。 



  2024 年（令和６年）５月２８日（火）      Ｌ  Ｍ  通  信      （第三種郵便物認可）第５５５８号 (3) 

ス
ト
ッ
ク
対
策
の
推
進
、
資
格
制
度
の
導
入
な
ど 

 

日
本
シ
ヤ
ッ
タ
ー
・
ド
ア
協
会
の
潮
崎
会
長
の
談
話 

 

 

日
本
シ
ヤ
ッ
タ
ー
・
ド
ア
協
会
は
二
十
一
日
、
総
会

後
の
記
者
会
見
・
懇
親
会
を
行
な
い
、
潮
崎
敏
彦
会
長

（
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
会
長
）
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

二
〇
二
四
年
度
の
役
員
人
事
は
、
潮
崎
会
長
と
髙
山

盟
司
副
会
長
が
留
任
し
、
高
橋
康
雄
（
田
中
サ
ッ
シ
ュ

工
業
）
氏
が
新
副
会
長
に
就
任
し
た
。 

 

一
、
二
〇
二
三
年
度
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
出
荷
量
は
対
前
年
度
一
〇
・
五
％
減
、

ド
ア
が
二
・
七
％
増
と
な
り
、
特
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
底
堅
い
動
き

か
ら
弱
含
み
と
な
っ
た
。
鋼
材
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

建
築
着
工
等
の
動
向
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
人
手
不
足
、
さ
ら
な
る
円
安
や
物

価
高
な
ど
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

一
、
当
協
会
の
活
動
の
方
向
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
ド
ア
に
関
す
る
各
種
基
準

類
の
策
定
・
改
定
・
製
品
安
全
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
、
所
定
の
性
能
を

有
す
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
ド
ア
の
認
定
等
は
協
会
活
動
の
基
盤
と
な
る
事
業
だ
。

そ
の
上
で
抱
え
る
課
題
を
述
べ
る
と
①
防
火
設
備
・
定
期
検
査
報
告
制
度
の
適

切
な
実
施
な
ど
ス
ト
ッ
ク
対
策
の
推
進
②
シ
ャ
ッ
タ
ー
施
工
者
の
確
保
、
育
成

に
向
け
た
資
格
制
度
の
導
入
③
浸
水
防
止
用
設
備
な
ど
防
災
・
減
災
に
寄
与
す

る
製
品
の
普
及―

な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

一
、
定
期
検
査
報
告
制
度
に
関
し
て
は
国
に
お
い
て
、
検
査
の
高
度
化
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
る
観
点
か
ら
、
制
度
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
従

来
か
ら
の
ス
ト
ッ
ク
対
策
に
加
え
、
防
火
設
備
に
関
す
る
定
期
検
査
・
報
告
制

度
が
よ
り
適
切
か
つ
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
会
員
へ
の
情
報
提
供
・
情
報

共
有
に
努
め
て
い
く
。 

 

一
、
施
工
者
の
確
保
、
育
成
や
施
工
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
協

会
資
格
で
あ
る
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
施
工
技
能
者
資
格
認
定
制
度
」
を
開
始
し
た
。

こ
の
協
会
資
格
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に
今
年
度
は
国
家
資
格
で
あ
る
技
能
検
定
制

度
へ
の
移
行
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
の
指
定
試
験
機
関
と
な
る
申
請
手
続
き
を

進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
は
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
に
つ
な

げ
、
施
工
者
の
適
切
な
能
力
評
価
や
処
遇
改
善
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。 



  2024 年（令和６年）５月２８日（火）      Ｌ  Ｍ  通  信      （第三種郵便物認可）第５５５８号 (4) 

Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材
の
採
用
率
向
上
や
団
体
と
連
携
強
化 

 

長
住
協
の
北
村
新
会
長
が
今
後
の
抱
負
と
活
動
方
針 

 

 

長
期
使
用
住
宅
部
材
標
準
化
推
進
協
議
会
は
二
十
三

日
に
総
会
を
行
な
い
、
第
九
期
の
新
会
長
に
積
水
ハ
ウ

ス
の
北
村
浩
幸
業
務
役
員
Ｃ
Ｓ
推
進
部
長
（
写
真
）
を
選

出
、
就
任
し
た
。
北
村
会
長
は
同
日
の
記
者
会
見
で
活
動

方
針
や
今
後
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

 

一
、
当
協
議
会
の
活
動
は
長
期
に
わ
た
っ
て
住
宅
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
容
易

に
す
る
た
め
に
部
材
・
部
品
の
寸
法
等
を
標
準
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
発
足
当
時
は
会
員
二
十
四
社
、
標
準
化
十
品
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

今
年
の
四
月
末
時
点
で
は
会
員
数
百
十
二
社
、
部
材
の
標
準
化
は
百
四
十
七
品

目
と
な
っ
た
。 

一
、
第
九
期
を
迎
え
た
今
期
は
、
新
た
な
住
生
活
基
本
計
画
及
び
持
続
可
能

な
開
発
目
標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
た
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
新
た
な
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
・
中
期
事
業
推
進
計
画
を
策
定
し
て
の
二
期
目
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
築
き
上
げ
て
き
た
実
績
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
、
会
員
の
拡
大
、

会
員
企
業
内
で
の
Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材
（
長
期
使
用
対
応
部
材
）
の
採
用
率
向
上
は
も

と
よ
り
、
住
宅
関
連
業
界
団
体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。
ま
た
一
般
の

消
費
者
に
向
け
て
の
認
知
度
向
上
を
図
り
、
Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材
の
普
及
・
拡
大
に
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

一
、
今
後
の
活
動
方
針
と
し
て
、
二
〇
二
六
年
三
月
末
ま
で
に
取
り
組
む
こ

と
に
関
し
て
説
明
す
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
協
議
会
活
動
の
基
盤
強
化
と
し
て
、

会
員
企
業
を
百
十
八
社
に
増
や
す
。
二
つ
目
は
標
準
化
の
推
進
と
し
て
、
Ｃ
ｊ

Ｋ
部
材
の
標
準
化
の
品
目
を
百
五
十
品
目
と
す
る
。
三
つ
目
は
、
Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材

の
普
及
推
進
と
し
て
、
生
産
品
目
の
拡
大
に
関
し
Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材
の
製
品
数
を
五

百
八
十
品
目
に
増
や
す
。
四
つ
目
は
Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材
の
普
及
の
推
進
と
し
て
、
表

示
品
目
の
拡
大
に
関
し
て
Ｃ
ｊ
Ｋ
部
材
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
製
品
数
を

二
百
二
十
品
目
に
す
る
こ
と
。 

一
、
以
上
の
四
点
を
テ
ー
マ
に
当
協
議
会
の
活
動
が
、
住
ま
い
手
の
ご
満
足

と
会
員
各
社
の
発
展
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 



  2024 年（令和６年）５月２８日（火）      Ｌ  Ｍ  通  信      （第三種郵便物認可）第５５５８号 (5) 

円
安
、
物
流
コ
ス
ト
高
な
ど
の
ア
ゲ
ン
ス
ト
の
中 

 

情
報
情
報
共
有
化
へ
、
東
京
軽
商
会
の
加
藤
会
長
談 

 

 

東
京
軽
金
属
商
協
会
は
二
十
二
日
の
総
会
後
の

懇
親
会
で
、
加
藤
康
裕
会
長
（
泉
メ
タ
ル
社
長
＝
写

真
）
が
同
協
会
を
取
り
巻
く
環
境
、
今
後
の
方
針
な

ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

 

一
、（
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
）
昨
年
度
は
ほ
ぼ
通
常

の
活
動
が
再
開
で
き
、
会
員
間
ま
た
メ
ー
カ
ー
各
社
様
と
の
交
流
の
場
を
従
来
通

り
に
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
の
活
動
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
な

る
よ
う
な
活
動
に
す
る
べ
く
、
幹
事
会
社
各
社
様
や
事
務
局
と
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。 

 

一
、
足
下
の
ア
ル
ミ
業
界
は
今
年
度
回
復
す
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
未
だ
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
一
部
の
業
界
で
は
復
調
の
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
住
宅
、
民
生
機

器
が
よ
く
な
い
ほ
か
、
自
動
車
も
調
整
局
面
に
入
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
ア
ル
ミ

業
界
と
し
て
期
待
さ
れ
る
半
導
体
業
界
も
、
各
社
の
設
備
投
資
状
況
か
ら
推
測
し

て
も
間
違
い
な
く
立
ち
上
が
っ
て
く
る
と
思
う
。
し
か
し
、
当
初
言
わ
れ
て
い
た

秋
口
の
立
ち
上
が
り
が
後
ろ
倒
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
経
済
環

境
に
お
い
て
も
メ
タ
ル
高
、
円
安
、
物
流
コ
ス
ト
高
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇

等
、
ア
ゲ
ン
ス
ト
の
風
が
吹
き
ま
く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
手
各
社
の
賃
金
上
昇

に
対
し
、
同
じ
よ
う
な
対
応
が
難
し
く
苦
労
し
て
い
る
会
社
も
多
い
よ
う
だ
。 

 

一
、
一
方
で
我
が
ア
ル
ミ
業
界
で
は
こ
の
一
年
で
リ
サ
イ
ク
ル
や
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
動
き
が
さ
ら
に
加
速
し
、
会
員
各
社
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や
要
求
事
項
が
増
え
て
き
て
い
る
。
我
々
流
通
の
立
場
と
し
て
も
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
、
意
識
を
高
く
し
て
取
り
込
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
今
年
度
は
東
京
軽
金
属
商
協
会
と
し
て
は
、
ア

ル
ミ
業
界
全
般
の
向
上
を
促
進
す
る
目
的
の
た
め
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
う
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。
ア
ル
ミ
の
特
性
を
活

か
し
、
新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
や
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
ア
ル
ミ
業
界
の
情
報
を
共
有
化
で
き

る
よ
う
な
発
信
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
日
本
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
協
会
や
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
た
く
さ
ん
の
情
報
を
得
て
、
会
員
各
社
に
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 
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アルコニックス 2023年度の業績 
（単位：百万円、％）  

  2022年度 2023年度 23/22 

電 子 機 能 材 41,418 30,144 72.8 

ア ル ミ 銅 65,861 70,561 107.1 

装 置 材 料 41,783 42,672 102.1 

金 属 加 工 29,269 31,523 107.7 

売 上 高 合 計 178,333 174,901 98.1 

    

電 子 機 能 材 3,601 1,740 48.3 

ア ル ミ 銅 1,171 300 25.6 

装 置 材 料 998 955 95.7 

金 属 加 工 2,416 2,465 102.0 

セグメント利益計 8,187 5,460 66.7 

    

営 業 利 益 8,393 5,463 65.1 

経 営 利 益 8,176 5,447 66.6 

当 期 純 利 益  5,488 1,598 29.1 

    
2024 年度通期予想 

（単位：百万円、％）  

  2023 年度  2024 年度  24/23 

売 上 高  174,901 185,000 105.8 

営 業 利 益  5,463 7,200 131.8 

経 営 利 益  5,447 7,200 132.2 

当 期 純 利 益  1,598 4,500 281.6 

 

ア
ル
ミ
銅
は
地
金
・
圧
延
品
は
好
調
、
原
料
低
調 

ア
ル
コ
ニ
ッ
ク
ス
の
二
〇
二
三
年
度
、
減
収
減
益
に 

  

ア
ル
コ
ニ
ッ
ク
ス
は
こ
の
ほ
ど
、
二
〇
二
四
年
三
月
期
（
二
〇
二
三
年
度
）

の
決
算
を
発
表
し
た
。
ア
ル
ミ
銅
事
業
、
装
置
材
料
事
業
、
金
属
加
工
事
業
の

三
セ
グ
メ
ン
ト
に
お
い
て
自
動
車
関
連
取
引
増
加
な
ど
に
よ
り
前
期
比
増
と
な

っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
電
子
機
能
材
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
で
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
の
原

料
取
引
が
低
調
と
な
り
、
全
体
で
は
前
期
比
減
収
減
益
と
な
っ
た
。 

ア
ル
ミ
銅
セ
グ
メ
ン
ト
（
商
社
流
通
部
門
）
で
は
日
本
国
内
の
自
動
車
生
産

が
回
復
し
た
こ
と
か
ら
ア
ル
ミ
地
金
、
圧
延
品
・
加
工
品
な
ど
の
取
引
が
増
加

し
た
。
経
常
利
益
は
非
鉄
金
属
相
場
が
低
水
準
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
原
料
取

引
の
収
益
率
が
低
下
し
た
こ
と
、
一
部
製
品
取
引
に
お
け
る
金
利
上
昇
な
ど
の

費
用
増
加
分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
遅
れ
が
要
因
と
な
り
減
少
し
た
。 

ア
ル
ミ
銅
の
二
〇
二
四
年
度
通
期
は
、
非
鉄
市
況
の
回
復
に
伴
う
売
上
増
の

他
、
価
格
転
嫁
や
コ
ス
ト
改
善
等
の
効
果
に
よ
り
増
益
を
見
込
む
。
売
上
高
は

七
百
億
円
で
対
前
年
度
比
〇
・
八
％
減
、
セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は
四
億
円
で
同
三

三
・
三
％
増
を
予
想
。 
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売
上
高
三
千
二
百
億
円
、
営
業
利
益
八
十
九
億
円 

 
 

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
第
一
Ｑ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
増
収
増
益
に 

  

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
こ
の
ほ
ど
、
二
〇
二
四
年
十
二
月
期

の
第
一
四
半
期
決
算
を
発
表
し
た
。 

売
上
高
は
、
ケ
ミ
カ
ル
セ
グ
メ
ン
ト
で
は
黒
鉛
電
極
の
数
量
減
、
石
油
化
学

も
誘
導
品
の
定
修
を
受
け
て
減
少
し
、
セ
グ
メ
ン
ト
全
体
と
し
て
減
収
。
半
導

体
・
電
子
材
料
セ
グ
メ
ン
ト
は
半
導
体
関
連
業
界
の
調
整
が
入
っ
た
前
年
同
期

に
比
べ
大
幅
な
増
収
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
材
料
の
二
セ
グ
メ
ン

ト
も
数
量
増
で
増
収
。
こ
の
結
果
三
千
二
百
十
三
億
七
千
四
百
万
円
、
対
前
年

同
期
比
七
・
五
％
増
と
な
っ
た
。 

ア
ル
ミ
機
能
部
材
が
含
ま
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
は
、
自
動
車
部
品
は
自
動
車

生
産
の
回
復
や
新
規
車
種
向
け
製
品
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
よ
り
増
収
と
な
っ
た
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
材
料
は
民
生
向
け
に
は
需
要
が
減
速
し
た
が
、
電
動
車

向
け
で
増
加
し
増
収
と
な
っ
た
。 

モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
グ
メ
ン
ト
の
二
〇
二
四
年
業
績
予
想
は
、
上
半
期
が
売
上
高

一
千
五
十
億
円
、
営
業
利
益
十
億
円
、
通
期
の
売
上
高
二
千
百
億
円
、
営
業
利

益
七
十
億
円
と
予
想
し
た
。 

               

レゾナック・ＨＤの第１四半期業績 
（単位：百万円、％） 

 23 年 12 月期 24 年 12 月期 
24/23 

 第 1 四半期 第 1 四半期 

半導体・電子材料  69,389 97,455 140.4 
モ ビ リ テ ィ 51,803 52,551 101.4 

イノベーション材料 20,710 22,342 107.9 

ケ ミ カ ル 127,097 116,779 91.9 

そ の 他 29,920 32,247 107.8 

売 上 高 298,919 321,374 107.5 

半導体・電子材料 △10,372 6,261 - 
モ ビ リ テ ィ 301 1,731 575.1 

イノベーション材料 1,219 2,448 200.8 

ケ ミ カ ル 3,902 671 17.2 

そ の 他 2,712 117 4.3 

調 整 額 △6,969 △2,284 - 

営 業 利 益 △9,208 8,944 - 

経 常 利 益 △10,909 11,011 - 
四 半 期 純 利 益 △12,263 27,063 - 

1 株当四半期純利益 △67.71 円 149.53 円 - 

    

2024 年の業績予想  
24 年 6 月期 24 年 12 月期 24/23 

売 上 高 670,000 1,360,000 105.5 
営 業 利 益 14,000 47,000 - 

経 常 利 益 6,000 32,000 - 

当 期 純 利 益 0 25,000 - 

1 株当当期純利益 - 138.34 円 - 

配 当 0 円 65 円 - 
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東
洋
製
罐
Ｇ
Ｈ
Ｄ
、
二
〇
二
三
年
度
の
決
算
説
明 

金
属
缶
売
上
一
千
四
百
億
円
、
三
億
六
千
万
ケ
ー
ス 

 

 

東
洋
製
罐
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
二
十

二
日
、
二
〇
二
四
年
三
月
期
の
決
算
説
明
会
を
行
な

っ
た
。
会
見
の
冒
頭
、
大
塚
一
男
社
長
（
写
真
）
は

概
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
決
算
短
信
は
既
報
）
。 

 

一
、
中
期
経
営
計
画
二
〇
二
五
の
三
年
目
と
な
る

二
〇
二
四
年
三
月
期
は
、
売
上
高
は
五
％
増
の
九
千
五
百
億
円
と
な
っ
た
。
営

業
利
益
は
大
幅
に
回
復
し
三
百
三
十
八
億
円
と
な
っ
た
。
機
能
材
料
関
連
事
業

の
（
磁
気
デ
ィ
ス
ク
用
ア
ル
ミ
基
板
の
）
販
売
数
量
減
、
固
定
費
増
加
、
在
庫

評
価
損
に
よ
る
減
益
要
因
は
あ
っ
た
が
、
包
装
容
器
事
業
に
お
け
る
売
価
転
嫁

の
推
進
や
、
充
填
事
業
の
拡
大
、
鋼
鈑
関
連
事
業
に
お
け
る
車
載
用
二
次
電
池

材
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
増
収
増
益
と
な
っ
た
。 

 

一
、
二
〇
二
五
年
三
月
に
つ
い
て
は
円
安
に
よ
る
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
増
加
、
人
件
費
・
物
流
費
の
増
加
、
米
国
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
で

の
減
益
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
売
価
転
嫁
の
推
進
、
機
能
材
料
関
連

の
回
復
、
環
境
負
荷
対
応
、
自
動
化
、
省
人
化
な
ど
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
進
め
る

と
同
時
に
、
成
長
分
野
へ
積
極
的
に
推
進
し
、
収
益
性
を
さ
ら
に
高
め
、
中
期

経
営
計
画
二
〇
二
五
の
達
成
に
向
け
て
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
。 

一
、
ま
た
、
昨
年
五
月
十
二
日
に
発
表
し
た
資
本
収
益
性
向
上
に
向
け
た
取

組
み
二
〇
二
七
は
二
年
目
に
入
り
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
み
、
持
続
的
な
成
長
と
企
業
価
値
向
上
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
。 

以
下
、
質
疑
応
答
で
の
ア
ル
ミ
缶
関
連
の
概
況
説
明
。 

一
、
エ
コ
エ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
製
造
設
備
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
蓋
に

も
色
々
と
種
類
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
東
日
本
の
石
岡
工
場
の
ビ
ー
ル
缶
か
ら
ス

タ
ー
ト
、
夏
ぐ
ら
い
か
ら
商
業
生
産
に
入
る
。 

 

一
、
ア
ル
ミ
缶
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
連
動
契
約
に
つ
い
て
は
約
八
五
％
が
連
動
契
約
済

み
。
時
期
ず
れ
は
あ
る
が
基
本
的
に
は
す
べ
て
転
嫁
で
き
る
。 

一
、
二
〇
二
三
年
度
の
金
属
缶
の
売
上
高
は
一
千
四
百
億
円
、
販
売
数
量
は

三
億
六
千
四
百
万
ケ
ー
ス
。
ア
ル
ミ
缶
比
率
は
八
五
％
。
二
〇
二
四
年
度
の
金

属
缶
売
上
高
予
想
は
上
期
七
百
八
十
億
円
、
一
億
九
千
八
百
万
ケ
ー
ス
。
通
期

売
上
高
一
千
四
百
六
十
億
円
、
三
億
七
千
二
百
万
ケ
ー
ス
。 
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三
和
グ
ル
ー
プ
、
台
湾
地
震
で
義
援
金
二
百
万
円 

 
三
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
三
和
シ
ヤ
ッ
タ
ー
工
業
は
二
十
四
日
、
台
湾
東

部
沖
地
震
で
の
被
災
地
、
被
災
者
の
救
済
の
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

義
援
金
二
百
万
円
を
寄
付
し
た
。 

 

田
島
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
、
賃
貸
住
宅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
出
展 

  

三
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
傘
下
で
、
建
築
用
装
飾
金
物
や
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

の
販
売
を
行
な
う
田
島
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
は
二
十
二
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
す
る
「
賃
貸
住
宅 

管
理
・
仲
介
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

二
〇
二
四
」
に
次
の
要
領
で

出
展
す
る
。 

 

【
賃
貸
住
宅 

管
理
・
仲
介
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

二
〇
二
四
】 

▽
日
時
、
五
月
三
十
日
・

三
十
一
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時 

▽
会
場
、
東
京
都
江
東
区
有
明
三―

一
一―

一
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
ホ

ー
ル
・
ア
ト
リ
ウ
ム 

▽
出
展
ブ
ー
ス
、
西
二
ホ
ー
ル
、
Ｂ
一
一―

四
〇 

▽
入
場
料
、
無
料
（
事
前
登
録
制
） 

 

▽
出
展
商
品
、
再
配
達
や
置
き
配
の
さ
ら
な
る
削
減
を
目
指
し
、
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
と
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
一
体
化
し
た
「
Ｇ
Ｍ
Ｘ―

一
」
や
、
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
の
新
し
い
仕
上
げ
の
提
案
と
し
て
、
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
充
し
た

「
ス
テ
ン
レ
ス
化
粧
プ
レ
ー
ト
転
写
仕
上
」
の
新
色
な
ど
。 

 

三
和
Ｈ
Ｄ
、
関
西
万
博
に
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
提
供 

  

三
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
こ
の
ほ
ど
、
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
略

称
、
大
阪
・
関
西
万
博
）
の
会
場
整
備
参
加
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
協
賛
、

三
和
シ
ヤ
ッ
タ
ー
工
業
が
製
造
・
販
売
す
る
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
「
Ｒ
ブ
ー
ス
Ｔ
Ｒ

四
〇
電
動
タ
イ
プ
」
を
提
供
す
る
。 

 

同
ブ
ー
ス
は
セ
ン
サ
ー
に
手
を
か
ざ
す
こ
と
で
自
動
開
閉
で
き
る
曲
面
ド
ア

が
特
徴
。
ま
た
、
Ｒ
ブ
ー
ス
の
弧
を
描
く
よ
う
に
動
く
曲
面
ド
ア
は
、
デ
ッ
ド

ス
ペ
ー
ス
が
な
く
限
ら
れ
た
空
間
を
有
効
活
用
で
き
る
。
ド
ア
が
閉
ま
る
と
室

外
側
の
表
示
灯
が
点
灯
し
、
使
用
の
有
無
が
確
認
で
き
る
。 



  2024 年（令和６年）５月２８日（火）      Ｌ  Ｍ  通  信      （第三種郵便物認可）第５５５８号 (10) 

アルミ圧延品の細分化した需要部門別出荷実績表① 
（日本アルミニウム協会集計、トン・％） 

需要部門  細分化した分類 
アルミ板  押  出  合  計  

2022年度 2023年度 23/22 2022年度 2023年度 23/22 2022年度 2023年度 23/22 

食
料
品 

飲料缶用 
ボ デ ィ ー 材 286,017 280,945 98 - - - 286,017 280,945 98 

エ ン ド ・ タ ブ 材 103,981 99,601 96 - - - 103,981 99,601 96 

包装 

容器 

その他 

王 冠 ・ キ ャ ッ プ 13,465 11,283 84 - - - 13,465 11,283 84 

小 型 ビ ー ル 樽 - - - - - - - - - 

そ の 他 包 装 ・ 容 器 178 215 121 423 419 99 601 634 105 

そ の 他 食 料 品 工 業 3 3 100 5 3 60 8 6 75 

化学工業 
石油・石油化学工業 261 138 53 11 4 36 272 142 52 

そ の 他 化 学 工 業 648 677 104 372 273 73 1,020 950 93 

金
属
製
品 

日用品 
台 所 用 品 1,520 1,287 85 252 195 77 1,772 1,482 84 

そ の 他 の 日 用 品 238 244 103 166 156 94 404 400 99 

箔用 箔 圧 延 工 業 108,764 102,132 94 - - - 108,764 102,132 94 

その他の 

金属製品 

家具・什器及び展示用材 100 110 110 4,797 4,420 92 4,897 4,530 93 

厨 房 設 備 5 - - 320 363 113 325 363 112 

ガ ス 及 び 石 油 機 器 520 465 89 40 31 78 560 496 89 

運 動 ・ 娯 楽 用 品 58 41 71 882 619 70 940 660 70 

建築用金具及び鋲螺 - - - - - - - - - 

ネ ー ム プ レ ー ト 1,041 991 95 1 5 500 1,042 996 96 

印 刷 板 28,384 28,311 100 - 10 - 28,384 28,321 100 

ス ラ グ 7,511 5,126 68 84 79 94 7,595 5,205 69 

そ の 他 3,347 2,997 90 9,449 13,037 138 12,796 16,034 125 

電
気
機
械
器
具 

民生用電気 

機械器具 

冷蔵及び冷凍用機器 420 282 67 611 606 99 1,031 888 86 

エ ア コ ン 141 117 83 2,759 3,094 112 2,900 3,211 111 

フ ィ ン 32,400 30,135 93 2,336 2,110 90 34,736 32,245 93 

そ の 他 電 気 機 器 6,918 9,872 143 528 462 88 7,446 10,334 139 

電子通信装置 

音 響 製 品 367 204 56 1,276 1,080 85 1,643 1,284 78 

通 信 機 器 944 983 104 155 160 103 1,099 1,143 104 

電子応用装置及び電子機

器 

13,252 6,751 51 645 328 51 13,897 7,079 51 

その他の 

電機機器 

照 明 器 具 911 722 79 795 884 111 1,706 1,606 94 

発・送・配電設備及び器

具 

1,745 1,466 84 1,305 1,481 113 3,050 2,947 97 

ブスバー・バスダクト 845 1,002 119 84 92 110 929 1,094 118 

その他電気機械器具 10,634 10,349 97 7,021 7,804 111 17,655 18,153 103 

 

缶
は
微
減
、
箔
地
は
六
％
減
、
フ
ィ
ン
材
七
％
減 

二
○
二
三
年
度
の
細
分
化
し
た
オ
ー
ル
圧
延
品
出
荷 

                               



  2024 年（令和６年）５月２８日（火）      Ｌ  Ｍ  通  信      （第三種郵便物認可）第５５５８号 (11) 

アルミ圧延品の細分化した需要部門別出荷実績表② 
（日本アルミニウム協会集計、トン・％） 

需要部門  
細分化した

分類 
アルミ板  押  出  合  計  

2022年度 2023年度 23/22 

 

 

2022年度 2023年度 23/22 

 

 

2022年度 2023年度 23/22 

 

 

輸
送
用
機
械
器
具 

自動車 

二 輪 車 1,326 1,109 84 9,981 9,337 94 11,307 10,446 92 

乗 用 車 108,159 135,055 125 61,045 71,924 118 169,204 206,979 122 

トラック・バス 10,724 12,458 116 19,271 26,284 136 29,995 38,742 129 

熱 交 換 器 59,133 58,372 99 27,498 28,705 104 86,631 87,077 101 

ホ イ ー ル 1,165 887 76 37 24 65 1,202 911 76 

船舶・航

空機 

鉄道車両 

その他 

Ｌ Ｎ Ｇ 船 95 157 165 - - - 95 157 165 

そ の 他 船 舶 1,644 1,334 81 820 755 92 2,464 2,089 85 

航 空 機 844 1,461 173 1,197 1,032 86 2,041 2,493 122 

鉄 道 車 両 5,694 5,411 95 7,128 6,360 89 12,822 11,771 92 

コ ン テ ナ ー 84 113 135 53 66 125 137 179 131 

自 転 車 1,265 704 56 2,102 1,414 67 3,367 2,118 63 

そ の 他 629 718 114 466 1,203 258 1,095 1,921 175 

精密機械器具 

光 学 機 器 86 84 98 2,230 1,712 77 2,316 1,796 78 

その他精密機

器 

5 11 220 5,748 5,523 96 5,753 5,534 96 

医療理科機器 110 201 183 533 498 93 643 699 109 

一般機械器具 

産 業 用 機 器 6,795 5,122 75 21,765 17,008 78 28,560 22,130 77 

そ の 他 機 器 16,974 11,387 67 13,131 13,077 100 30,105 24,464 81 

農林・水産・繊

維 機 器 

1 5 500 2,469 2,136 87 2,470 2,141 87 

建
設
業 

サッシ 

ドア 

木 造 2,141 1,961 92 152,337 91,143 60 154,478 93,104 60 

非木造（含Ｃ

Ｗ ） 

2 2 100 94,431 83,174 88 94,433 83,176 88 

ド ア 2,187 1,604 73 24,641 27,729 113 26,828 29,333 109 

内装材 

外装材 

その他 

内 装 材 3,937 3,836 97 19,728 26,056 132 23,665 29,892 126 

外 装 材 15,041 14,716 98 68,115 65,272 96 83,156 79,988 96 

そ の 他 3,772 3,147 83 53,832 71,529 133 57,604 74,676 130 

土 木 施 設 1,659 1,478 89 1,999 1,767 88 3,658 3,245 89 

その他 

その他の製造

業 

7,947 8,393 106 29,377 34,908 119 37,324 43,301 116 

卸売・小売業 67,553 50,899 75 15,208 13,116 86 82,761 64,015 77 

防衛保安産業

向 

276 199 72 786 725 92 1,062 924 87 

たばこ製造業 44 92 209 - - - 44 92 209 

内 需 計 943,910 917,365 97 670,245 640,192 96 1,614,155 1,557,557 96 

輸 出 輸 出 向 163,652 113,552 69 10,011 10,274 103 173,663 123,826 71 

合 計 1,107,562 1,030,917 93 680,256 650,466 96 1,787,818 1,681,383 94 

 

木
造
用
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
四
〇
％
減
、
九
万
ト
ン
に 

乗
用
車
板
十
三
万
五
ト
ン
、
熱
交
五
万
八
千
ト
ン 

                               



  2024 年（令和６年）５月２８日（火）      Ｌ  Ｍ  通  信      （第三種郵便物認可）第５５５８号 (12) 

三
月
の
韓
国
向
け
Ｕ
Ｂ
Ｃ
輸
出
は
六
千
三
百
ト
ン 

 
 

高
値
二
四
〇
円
、
底
値
二
一
三
円
、
平
均
二
三
三
円 

 
 

財
務
省
は
こ
の
ほ
ど
二
〇
二
四
年
三
月
度
の
国
内
発
生
の
Ｕ
Ｂ
Ｃ
（
使
用
済
ア

ル
ミ
缶
）
の
輸
出
実
績
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
日
本
か
ら
海
外
に
輸
出
し

た
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
通
関
量
は
六
千
三
百
三
十
八
ト
ン
、
対
前
月
比
二
五
・
五
％
増
と
な

っ
た
。
輸
出
相
手
国
と
輸
出
割
合
の
内
訳
は
①
韓
国
＝
六
千
三
百
三
十
八
ト
ン

（
全
輸
出
量
の
九
二
・
八
％
）
②
タ
イ
＝
三
百
七
十
一
ト
ン
（
同
五
・
四
％
）
③

香
港
＝
百
ト
ン
（
一
・
五
％
）
④
ベ
ト
ナ
ム
＝
二
十
二
ト
ン
（
同
〇
・
三
％
）
。 

 

韓
国
向
け
通
関
量
六
千
三
百
三
十
八
ト
ン
は
対
前
月
比
で
一
千
十
八
ト
ン
の

増
加
。
出
荷
金
額
は
十
四
億
七
千
八
百
四
十
万
六
千
円
。
㎏
当
た
り
平
均
単
価

は
二
百
三
十
三
円
で
同
四
円
高
。 

 

韓
国
向
け
に
は
国
内
十
七
港
か
ら
輸
出
さ
れ
た
。
二
月
と
の
最
大
価
格
差

は
東
京
の
プ
ラ
ス
八
円
。
一
方
、
タ
イ
向
け
の
輸
出
平
均
単
価
は
二
百
五
十
四

円
で
、
韓
国
向
け
に
比
べ
て
二
十
一
円
高
か
っ
た
。 

                  

24年2-3月の韓国向けＵＢＣ輸出 

（財務省調べ）  

 輸出通関数量（トン）  輸出通関単価（円/㎏） 

 2月  3月  前月比 2月  3月  前月比 

東 京 1,096 1,234 138 222 230 8 

新 潟 681 930 249 233 234 1 

横 浜 376 693 317 232 231 △1 

川 崎 40 40 0 221 228 7 

仙台塩釜 233 113 △120 232 235 3 

神 戸 843 819 △24 228 232 4 

大 阪 97 86 △11 232 238 6 

名 古 屋 336 381 45 230 237 7 

門 司 127 156 29 229 230 1 

博 多 429 610 181 228 233 5 

大 分 - 60 - - 231 - 

八 代 162 40 △122 237 240 3 

熊 本 187 456 269 230 237 7 

志 布 志 43 - - 237 - - 

苫 小 牧 435 460 25 238 237 △1 

石 狩 64 22 △42 234 237 3 

秋田船川 42 23 △19 212 213 1 

沖縄地区 128 216 88 231 235 4 

合 計  5,320 6,338 1,018 229 233 4 

 


